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理の種類に関わらずあらゆる電磁鋼板に接着可能である。

 
５５ ままととめめ

 
５５ １１ ままととめめ

開発した嫌気性接着剤 ATX シリーズは、以下に示す特性
を満たすものであり、接着積層法によるモーターコア製造に

好適に使用が可能である。 
・プライマー併用による常温、速硬化性 
・各種表面処理がされた電磁鋼板への高強度接着性 
・極めて高い油面接着性 
・耐熱性 
・ATF環境下における安定性 
本稿で紹介した２グレード以外にも、粘度や接着特性に特

徴を有する複数グレードのラインアップを拡充しており、

様々な需要への対応が可能である。 
 
５５ ２２ 今今後後のの展展望望

現在まで、モーターコア積層用途向けで開発を進めてきた

が、今後は常温、速硬化性や耐熱性を活かしたモーターコア

以外の用途への幅広い展開を予定している。また、さらなる

低環境負荷に向けた設計の改良も進める。 
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１１ ははじじめめにに

熱可塑性エラストマー は、常温ではゴムのように柔

軟に変形できる特徴があり、加熱すると溶融して通常の熱可

塑性樹脂と同様の成形加工が可能な材料である。加硫ゴムと

比較して、一体成形が可能でアッセンブリが不要な点や加硫

工程の簡素化によるトータルコストダウンを目的に用途展開

が行われ、ある程度の棲み分けが出来つつある。

上記のような特性を持つため、エラストマーはグリップ用

途に用いられることも多く、そこではより良い触感が求めら

れる。また市場で良触感性が求められる用途として自動車内

装等があり、それら用途ではスウェード調本革が用いられる

ことが多い。これはスウェード調本革には高級感があり、触

感性もしっとりしていて温かみがある点で利用者から好まれ

ているためである。ただ昨今では環境負荷や動物愛護の観点

からレザーフリーの動きもあることから、エラストマーでの

置き換えを狙い開発をスタートした。

２２ 触触感感ののメメカカニニズズムム

ヒトはものを触ったときに伝わる振動を、皮膚内部にある

４つの受容体が感知することで触覚を得ている 図図１１ 。ま

た指や手のひらには指紋形状があることで、より皮膚上に振

動を発生させやすく、触感の感度を上げる効果がある。

他にもヒトの皮膚には温かさや痛みを感じる受容体等があ

り、それら受容体から得られる複合的な情報から「硬軟感」

「温冷感」「粗滑感」「摩擦感」「乾湿感」の５つの触感を感

じることができるといわれている 図図２２ 。

３３ 触触感感のの測測定定方方法法のの確確立立

３３．．１１ 官官能能評評価価デデーータタのの収収集集

エラストマーや本革、布など様々な素材を準備し、シェッ

フェの一対比較法で官能評価データの収集を行った。また評

価では「温度湿度を一定にする」、「視覚情報を遮断する」、

「試験前に手を洗浄する」、「触り方を統一する 擦るのか、

押すのか等 」、「評価軸をオノマトペ 擬態語 で表現する」

などの工夫を行うことでノイズを極力排除し、年齢や性別が

異なる様々な被験者から複数のデータを取得した。

３３．．２２ 評評価価装装置置でで測測定定可可能能なな代代替替パパララメメーータターー

次に官能評価で得られたデータを基に、官能評価と相関性

が高い代替パラメーターの検討を行った。発現メカニズムを

基に測定装置を絞り込み、測定条件の最適化を行った。一例

として摩擦感について紹介する。

一般的に摩擦力を定量的に捉えるには摩擦試験機を用いる。

摩擦試験機では接触子がサンプル表面をなぞったときの抵抗

力を計測し摩擦係数μが算出される。このような一般的な摩

擦試験機で評価を行ったところ、官能評価と相関を得ること

●良触感技術を活用した製品開発
PPrroodduucctt  ddeevveellooppmmeenntt  uussiinngg  hhaappttiicc  tteecchhnnoollooggyy  

─────────────────────────────────────────────────────―

松本 悠
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Key Word : Haptic, Thermoplastic elastomer, Surface structure 

アロン化成株式会社 生産技術本部 生産革新部 材料開発グループ

Production Innovation Department, Materials Development Group, ARONKASEI CO., LTD. 

図図１１ 皮皮膚膚内内部部のの構構造造

図図２２ 大大別別さされれるる つつのの触触感感
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ができなかった。原因としてヒトがものに触れる際には接触

面に指紋がある点や、またより高い周波数領域の振動を受け

取っている点が挙げられる。

そこで指紋形状を模した接触子を有し、 ～ の

幅広い試験速度で試験可能な多機能型摩擦測定機 写写真真１１

を用いて評価を行ったところ、 以上の速い試験速度

で官能評価と高い相関性を得られることがわかった 図図３３ 。

多機能型摩擦測定機での試験結果と官能評価との相関係数を

図図４４に示す。

同様にその他４つの触感についても官能評価と相関がある

評価装置を検討し、現在までに表表１１の相関係数を得ること

が出来た。これにより触感性の評価をヒトによる官能評価か

ら評価機器で行えるようになり、サンプル間の細かい差異が

分かるようになった。

４４ 現現状状のの課課題題

スウェード調本革やシリコーンなどの良触感性の材料と同

等の柔らかさをエラストマーで目指すと、ベタツキが発生し

てしまう。またスウェード調本革と比較すると、エラストマ

ーは触るとヒヤッと冷たく、温かみの点で大きく異なる。

上記２つの課題に対して、材料開発と表面加工の手段を用

いて解決を目指した。

５５ 良良触触感感開開発発品品のの説説明明

５５．．１１ 柔柔軟軟ででササララササララななエエララスストトママーー 開開発発品品

まず図図５５で示す領域をターゲットとした柔軟でサラサラ

なエラストマー 開発品１ を得るため、配合に微粒子となる
成分を含有することで表面に微細な凹凸を設け、接触面積を
減らしベタツキの低減を図った。

図図６６は従来のエラストマーと開発品１の表面性をレー

ザー顕微鏡で測定した結果である。低い箇所は青く、高い

箇所は赤色で表現されており、開発品１では赤い点が細か

く全面に見られ、表面に微細な凹凸があるのがわかる。ま

た従来のエラストマーと比較して大幅に摩擦係数が低減し

ていることがわかる。これにより柔軟でサラサラなエラス

トマーを得ることができた。

図図５５ 摩摩擦擦感感とと硬硬ささのの関関係係

図図４４ 摩摩擦擦感感のの官官能能評評価価ととのの相相関関係係数数

写写真真１１ 多多機機能能型型摩摩擦擦測測定定機機とと指指紋紋形形状状のの接接触触子子

表表１１ 各各触触感感のの評評価価機機器器とと官官能能評評価価ととのの相相関関係係数数

図図３３ 試試験験速速度度とと官官能能評評価価ととのの相相関関性性
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５５．．２２ 温温かかみみののああるるエエララスストトママーー 開開発発品品

ヒトに温かみを感じさせるためには、ものに触れた時に

接触面から奪われる熱量 接触冷感 を小さくする必要

がある。一般的に を小さくする手段はいくつか考えら

れるが、エラストマー表面層の空隙に着目した。

表面の空隙容積を表すのに負荷面積率を用いた 表面

層の空間の容積 というパラメーターがある 図図７７ 。同一

素材で表面に凹凸を与え、 と接触冷感 の関係を比

較した。表面層の が増えるほど、 が低下している

ことがわかる。そこで表面層に空隙を設けることで を

小さくするよう検討を行った。

温かみのあるスウェード本革の表面をレーザー顕微鏡で

測定したところ、毛羽立った構造を持ち、表面に多くの空

隙があることがわかった。前述した開発品１においても、

表面に微細な凹凸があり を若干の増加できたが、温か

み付与に対する効果は不十分であった。そこで表面に、よ

り深い凹凸がつくような加工を行うことで、 が大幅に

増加し温かみのあるエラストマーを開発できた 図図８８ 。

開発品２で行った表面加工では様々な 樹脂で温かみを

付与することができるため、従来の低硬度でベタツキがある

材を用いると摩擦感が増し、しっとりとした温かみがあ

る触感を得ることができた。 開発品３ それぞれの触感性

を図図９９のレーダーチャートに示す。今回得られた技術を活

用することで、材料と表面加工形状の組み合わせによって幅

広い触感を発現することができるようになった。

６６ 用用途途例例

自動車の内装部品や各種グリップ部品など人が触れる部分

を用途として想定している。昨今のトレンドとして電気自動

車の普及や自動運転化により、自動車の車内環境の向上がよ

り求められつつある。また前述した通りレザーフリーの動き

もある為、良触感のエラストマーのニーズはあると考えてい

る。

図図６６ 従従来来のの とと開開発発 のの表表面面状状態態とと摩摩擦擦感感

図図７７ パパララメメーータターーとと のの関関係係

図図８８ ススウウェェーードド本本革革とと開開発発品品 のの表表面面状状態態とと

図図９９ 各各開開発発品品とと触触感感性性

東亞合成グループ研究年報 TREND 2024 第27号32



東亞合成グループ研究年報 第 号

ができなかった。原因としてヒトがものに触れる際には接触

面に指紋がある点や、またより高い周波数領域の振動を受け

取っている点が挙げられる。

そこで指紋形状を模した接触子を有し、 ～ の

幅広い試験速度で試験可能な多機能型摩擦測定機 写写真真１１

を用いて評価を行ったところ、 以上の速い試験速度

で官能評価と高い相関性を得られることがわかった 図図３３ 。

多機能型摩擦測定機での試験結果と官能評価との相関係数を

図図４４に示す。

同様にその他４つの触感についても官能評価と相関がある

評価装置を検討し、現在までに表表１１の相関係数を得ること

が出来た。これにより触感性の評価をヒトによる官能評価か

ら評価機器で行えるようになり、サンプル間の細かい差異が

分かるようになった。

４４ 現現状状のの課課題題

スウェード調本革やシリコーンなどの良触感性の材料と同

等の柔らかさをエラストマーで目指すと、ベタツキが発生し

てしまう。またスウェード調本革と比較すると、エラストマ

ーは触るとヒヤッと冷たく、温かみの点で大きく異なる。

上記２つの課題に対して、材料開発と表面加工の手段を用

いて解決を目指した。

５５ 良良触触感感開開発発品品のの説説明明

５５．．１１ 柔柔軟軟ででササララササララななエエララスストトママーー 開開発発品品

まず図図５５で示す領域をターゲットとした柔軟でサラサラ

なエラストマー 開発品１ を得るため、配合に微粒子となる
成分を含有することで表面に微細な凹凸を設け、接触面積を
減らしベタツキの低減を図った。

図図６６は従来のエラストマーと開発品１の表面性をレー

ザー顕微鏡で測定した結果である。低い箇所は青く、高い

箇所は赤色で表現されており、開発品１では赤い点が細か

く全面に見られ、表面に微細な凹凸があるのがわかる。ま

た従来のエラストマーと比較して大幅に摩擦係数が低減し

ていることがわかる。これにより柔軟でサラサラなエラス

トマーを得ることができた。

図図５５ 摩摩擦擦感感とと硬硬ささのの関関係係

図図４４ 摩摩擦擦感感のの官官能能評評価価ととのの相相関関係係数数

写写真真１１ 多多機機能能型型摩摩擦擦測測定定機機とと指指紋紋形形状状のの接接触触子子

表表１１ 各各触触感感のの評評価価機機器器とと官官能能評評価価ととのの相相関関係係数数

図図３３ 試試験験速速度度とと官官能能評評価価ととのの相相関関性性
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５５．．２２ 温温かかみみののああるるエエララスストトママーー 開開発発品品

ヒトに温かみを感じさせるためには、ものに触れた時に

接触面から奪われる熱量 接触冷感 を小さくする必要

がある。一般的に を小さくする手段はいくつか考えら

れるが、エラストマー表面層の空隙に着目した。

表面の空隙容積を表すのに負荷面積率を用いた 表面

層の空間の容積 というパラメーターがある 図図７７ 。同一

素材で表面に凹凸を与え、 と接触冷感 の関係を比

較した。表面層の が増えるほど、 が低下している

ことがわかる。そこで表面層に空隙を設けることで を

小さくするよう検討を行った。

温かみのあるスウェード本革の表面をレーザー顕微鏡で

測定したところ、毛羽立った構造を持ち、表面に多くの空

隙があることがわかった。前述した開発品１においても、

表面に微細な凹凸があり を若干の増加できたが、温か

み付与に対する効果は不十分であった。そこで表面に、よ

り深い凹凸がつくような加工を行うことで、 が大幅に

増加し温かみのあるエラストマーを開発できた 図図８８ 。

開発品２で行った表面加工では様々な 樹脂で温かみを

付与することができるため、従来の低硬度でベタツキがある

材を用いると摩擦感が増し、しっとりとした温かみがあ

る触感を得ることができた。 開発品３ それぞれの触感性

を図図９９のレーダーチャートに示す。今回得られた技術を活

用することで、材料と表面加工形状の組み合わせによって幅

広い触感を発現することができるようになった。

６６ 用用途途例例

自動車の内装部品や各種グリップ部品など人が触れる部分

を用途として想定している。昨今のトレンドとして電気自動

車の普及や自動運転化により、自動車の車内環境の向上がよ

り求められつつある。また前述した通りレザーフリーの動き

もある為、良触感のエラストマーのニーズはあると考えてい

る。

図図６６ 従従来来のの とと開開発発 のの表表面面状状態態とと摩摩擦擦感感

図図７７ パパララメメーータターーとと のの関関係係

図図８８ ススウウェェーードド本本革革とと開開発発品品 のの表表面面状状態態とと

図図９９ 各各開開発発品品とと触触感感性性
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７７ おおわわりりにに

射出成形可能な良触感技術として「やわらかくてサラサラ

とした触感」と「革のような温かみのある触感」を実現する

ことができた。この技術により顧客製品の高付加価値化に貢

献し、市場領域を拡大や新分野への足掛かりになることを期

待している。また表面形状による機能発現の技術は良触感性

以外にも撥水性、防汚性、吸音性等、他の機能への展開も期

待できる為、更なる高付加価値化の検討を行っていく。
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雑雑誌誌・・書書籍籍発発表表

次世代高速通信用 対応低誘電性接着フィルム

の開発

平川 真 “接着界面解析と次世代接着接合技術”、
株式会社エヌ・ティー・エス （ ）

）

低誘電性ボンディングフィルムの開発とその特性･応

用

大村 健人 “液晶ポリマーの開発と応用展開～ 用材
料としての期待とフィルム化の課題～”
（ ）

硬化樹脂の高屈折率化技術とレンズ応用への課

題

佐内 康之 “プラスチックレンズにおける開発・加工・材
料技術の最新動向・応用展開”、

磯 貴雅、二宮 健、鏡味

忍、窪田 耕三、佐内 康之

加飾フィルムの貼合に適した高耐熱性粘着剤 橋本 祐介

特集： カーボンニュートラル・ （バイオベース材

料） 植物由来アクリレートの開発動向と今後の課題

佐内 康之 接着の技術

往復振動翼を有する管型反応器を用いた連続重合

プロセス強化

大村 直人 神戸大院工 、

菰田 悦之、後藤 健太 神

戸大院工 、長谷川 剛史、

西脇 篤史 東亞合成

神戸大学 工学研究科 応用化学専攻 修
士論文

加飾フィルムの貼合に適した高耐熱性粘着剤 橋本 祐介

高分子溶液の粘度挙動 高田 じゅん “塗布・乾燥のトラブル対策”、技術情報協
会

容易にナノ化できる酸化セルロース「アロンフィブロ

®」の開発とゴム補強材への応用

高田 じゅん

高速伝送基板向け低誘電性接着フィルム 近藤 貴弘 第 巻第 号

車載電材絶縁用粉体塗料「アロンパウダー シ

リーズ」

丹羽 真、芹澤 祐真 第 巻第 号

赤外線センサーカバー兼フィルター「アロニックス

シート シリーズ」

神村 浩之 第 巻第 号

技術文書発表一覧表（ 年 月～ 年 月
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